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老 舎 は 改 め て 「 芸 術 の 北 京 」 を 創 造 し た と 同 時 に 、 当 時 、 伝 統 と 現 代 の 狭
間 に 生 き て い て 、 一 種 の ホ ー ム シ ッ ク に 囚 わ れ て い る 現 代 中 国 人 （ 知 識 人 ）
の 精 神 的 故 郷 で あ る 「 北 京 」 を 尋 ね 、 発 見 し た の で あ る 。 彼 ら の 感 情 に 最
も 受 け 入 れ や す い 北 京 は 「 都 市 の 外 形 を 具 え 、 郷 村 の 様 相 を 呈 し た 、 田 園
都 市 J で あ る 。 『 老 舗 』 の 中 の 言 葉 の よ う に 、 ＜ 北 京 ＞ が 具 え る 時 間 の 永 遠
性 、 そ し て 名 状 し が た い 荘 厳 さ 、 気 概 、 落 ち 着 き 、 自 足 、 鷹 揚 で 穏 や か な
く 北 京 の 風 情 ＞ を 会 得 さ せ る も の で あ る 。 そ こ に は 中 国 伝 統 の 精 髄 と 魅 力
が 濃 縮 さ れ て い る 。 … … 老 舎 の 創 造 し た 北 京 は 、 い に し え の 北 京 （ い に し
え の 中 国 ） の 詩 意 と 美 を と ど め て 」 U ） い た の で あ る 。 こ の 創 作 の 手 法 は も と
も と 先 に 触 れ た モ ダ ニ ズ ム 文 学 の 特 徴 と 一 致 す る も の で あ っ た 。
ボ ー ド レ ー ル の 定 義 は 「 モ ダ ニ ズ ム 文 学 論 と し て 絶 妙 な も の J で あ る 。
こ れ は ジ ョ イ ス の 『 ユ リ シ ー ズ 』 と エ リ オ ッ ト の 『 荒 地 J に 適 応 す る 。 と
す れ ば 、 激 石 の 『 虞 美 人 草 J や 『 三 四 郎 J に も 、 老 舎 の 『 老 舗 』 と 『 断 魂
槍 』 、 『 路 駐 の 祥 子 』 に も 同 じ よ う に 適 応 し な い と は い え な い だ ろ う 。 ま た 、
{  
ジ ョ イ ス や エ リ オ ッ ト の 、 一 時 的 な も の と 永 遠 的 な も の と を 同 時 に 追 求 し
た い 気 持 ち の 端 的 な あ ら わ れ が 、 神 話 と 現 代 と を 重 ね 合 わ せ る 手 法 で あ っ
た 12 ） 。 と す れ ば 、 激 石 と 老 舎 の 作 品 は 伝 統 と 現 代 と を 重 ね 合 わ せ る と い う
手 法 も 使 っ て 、 「 一 時 的 な も の J と 「 永 遠 的 な も の と 」 を 同 時 に 追 求 し よ う
と す る 創 作 で あ る こ と を 見 取 る こ と が で き ょ う 。
本 論 文 は 丸 谷 才 一 の 観 点 を 踏 ま え て 、 激 石 と 老 舎 の 初 期 作 品 の 分 析 を 通
じ て 、 二 人 が ど の よ う に モ ダ ニ ズ ム の 技 法 を 駆 使 し 、 そ れ ぞ れ の 作 品 を 創
作 し た の か を 考 察 す る 。 彼 ら に お け る 創 作 の 共 通 点 と 相 違 点 を 明 ら か に 示
そ う と す る も の で あ る 。
く 1 >  都 市 風 物 （ 社 会 状 態 ） の 描 写
日 本 の 近 代 小 説 は 明 治 の 文 明 開 化 に よ り 、 生 ま れ た の で あ る 。 注 目 す べ
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が 出 来 る だ ら う と 思 ふ 、 … … J15 ） こ こ に は 、 作 者 の 創 作 構 想 が は っ き り 示 さ
れ て い る 。 「 新 し い 空 気 J は 、 つ ま り モ ダ ン 的 な 都 市 空 間 で あ る 。 作 品 冒 頭
部 分 の 、 東 京 へ 走 り つ つ あ る 汽 車 は 都 会 の 一 部 分 と み な さ れ て い た 。 つ づ
い て 、 第 二 章 の は じ め で 、 「 三 四 郎 が 東 京 で 驚 い た も の は た く さ ん あ る 。 第
一 電 車 の ち ん ち ん 鳴 る の で 驚 い た 。 そ れ か ら そ の ち ん ち ん 鳴 る あ い だ に 、
非 常 に 多 く の 人 聞 が 乗 っ た り 降 り た り す る の で 驚 い た 。 J 「 三 四 郎 は 東 京 の
ま ん 中 に 立 っ て 電 車 と 、 汽 車 と 、 白 い 着 物 を 着 た 人 と 、 黒 い 着 物 を 着 た 人
と の 活 動 を 見 て 、 こ う 感 じ た 。 け れ ど も 学 生 生 活 の 裏 面 に 横 た わ る 思 想 界
の 活 動 に は 奉 も 気 が つ か な か っ た 。 一 一 明 治 の 思 想 は 西 洋 の 歴 史 に あ ら わ
れ た 三 百 年 の 活 動 を 四 十 年 で 繰 り 返 し て い る 。 」 激 石 は こ こ で 、 都 会 を 現 代
社 会 の 活 動 の 場 、 と く に 交 通 セ ン タ ー と し て 捉 え て い た 。 『 三 四 郎 J は こ の
通 り 、 「 ー 青 年 の 形 成 期 の 記 録 で は な く 、 都 会 の 実 相 の 追 究 と い え る の で は
な い だ ろ う か 。 」 16 ） こ の 第 二 章 は 、 日 本 近 代 文 学 の 中 で 、 実 に 斬 新 な 試 み の
よ う に 感 じ ら れ る 。
一 方 、 老 舎 の 初 期 作 品 に お け る 『 老 舗 』 と 『 断 魂 槍 』 は そ の 短 編 小 説 の
中 で 最 も す ば ら し い 代 表 作 品 で あ り 、 そ の 中 で は 、 「 伝 統 と 現 代 」 の 融 合 や
時 代 の 発 展 趨 勢 と い う 現 代 的 な 「 社 会 状 態 」 を 描 き 出 し た の で あ る 。 『 断 魂
槍 』 は 老 舎 の そ れ ま で の ユ ー モ ア と 風 刺 の 諸 作 品 、 と く に 長 編 と は 全 く 違
っ た 作 風 へ の 挑 戦 を 示 し た も の で あ る 。 も と も と 長 編 の 武 侠 小 説 を 書 く 予
定 で あ っ た も の を 短 編 に 仕 上 げ た の で あ る 。 清 朝 末 期 、 沙 子 龍 と い う ベ テ
ラ ン の 護 送 武 士 （ ボ デ ィ ー ガ ー ド ） は 、 一 生 人 の 用 心 棒 と し て 存 在 し た が 、
し か し 、 中 華 民 国 後 に 、 鉄 道 や 海 運 が 盛 ん に な る と 、 陸 路 の 利 用 は 少 な く
な っ た 。 そ の た め 、 こ の 運 送 業 は 仕 事 が な く な っ た 。 沙 子 龍 の こ の 武 芸 、
五 虎 断 魂 銃 も 腕 を 振 る う 場 所 が な く な っ た 。 そ の 武 芸 を 伝 授 し で ほ し い と 、
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史 大 綱 ＞ ＜ 白 話 文 学 史 ＞ 1891 ～ 1962
6) 陳 独 秀 、 思 想 家 、 政 治 家 。 日 本 に 留 学 。 1915年 『 新 青 年 』 誌 を 創 刊 。 北
京 大 学 教 授 と な り 、 新 文 化 運 動 を 指 導 。 1 8 8 0 - 1 9 4 2
7) 銭 理 群 、 呉 小 東 『 新 世 紀 の 中 国 文 学 一 一 モ ダ ン か ら ポ ス ト モ ダ ン へ 一 一 』
越 京 華 な ど 訳 2003 年 白 帝 社
8) 『 路 舵 の 祥 子 』 は 老 舎 の 職 業 作 家 の 第 一 作 で あ る 。 一 九 三 六 年 九 月 ～ ー
九 三 七 年 十 月 『 宇 宙 風 』 雑 誌 に 連 載 し た 。 経 済 の 大 恐 慌 や 戦 争 の 混 乱 と い
う 社 会 背 景 で 、 農 村 か ら 上 京 す る 青 年 祥 子 が 北 京 で 人 カ 車 夫 と な っ て 懸 命
に 働 く の だ が 、 つ い に 絶 望 と 堕 落 に し て い く 一 生 を 描 い た 。 竹 中 伸 訳 『 老
舎 小 説 会 集 5 J 学 習 研 究 社 1981 年
9) 『 老 字 号 』 （ 老 舗 ） は 短 編 集 『 蛤 藻 集 J 所 収 開 明 書 店 1936年
10) 『 断 魂 槍 』 は 短 編 集 『 蛤 藻 集 』 所 収 開 明 書 店 1936年
「 鎮 局 」 は 背 中 国 で 旅 客 や 貨 物 輸 送 の 保 護 に 当 た っ た 一 種 の 運 送 業 で あ
る。
11 ） 同 7)
12 ） 同 3)
13) 芳 賀 徹 「 二 十 世 紀 の 最 前 線 に あ る 激 石 一 一 ＜ 永 日 小 品 ＞ の 可 能 性 」 小 森
陽 一 ・ 石 原 千 秋 編 『 激 石 研 究 創 刊 号 』 翰 林 書 房 1993 年
14) 鈴 木 三 重 吉 に あ て た 書 簡 『 激 石 全 集 第 28巻 J岩 波 書 店 1957年
15) 「 ＜ 三 四 郎 ＞ 予 告 J 『 激 石 全 集 第 十 六 巻 』 岩 波 書 店 1995 年
16) ジ ャ ン ＝ ジ ャ ッ ク ・ オ リ ガ ス 『 物 と 限 』 岩 波 書 店 2003年
17) 『 越 子 日 』 は 老 舎 が ロ ン ド ン 滞 在 中 に 書 い た 2 作 自 の 長 編 で 、 本 国 に 寄
稿 し 、 1927年 2 月 か ら 『 小 説 月 報 』 に 連 載 さ れ た 作 品 で あ る 。 デ ビ ュ ー 作
『 張 さ ん の 哲 学 J で は 中 年 の 人 物 を 扱 っ た の に た い し て 、 『 越 子 日 』 で は 一
群 の 学 生 を 描 写 す る も の で あ る 。
18) 『 百 家 姓 』 は 宋 代 に 編 集 さ れ た も の で 、 姓 氏 を 集 め て 押 韻 し な が ら 四 字
句 に 配 列 し た も の で あ る 。
19) 「 文 学 雑 話 」 『 激 石 全 集 J 16 巻 岩 波 書 店 昭 和 42 年
20) 吉 本 隆 明 『 夏 目 激 石 を 読 む J 筑 摩 書 房 2002 年 11 月
21) 老 舎 「 “ 五 四 ” は 私 に 何 を く れ た か 」 曽 広 燦 『 老 合 研 究 資 料 上 』 北 京 十
月 文 芸 出 版 社 p. 118 
22) 文 中 『 三 四 郎 J の 引 用 は 『 激 石 全 集 5 J 岩 波 書 店 2002 年














(Ulysses）和乔治·艾略特（George Eliot）的『荒原』（The Waste land) 
的话，那么，也不可不说它也适用于漱石的『三四郎』，『虞美人草』和老舍
的『老字号』，『断魂枪』等作品。因为前者闰时追求＜短暂的＞，＜永恒
的＞其表现形式采用了将神话与现代相并存的手法。而后者则是使用＜传
统＞与＜现代＞相接合的方法来同时追求＜短暂的＞，＜永恒的＞的。
现代主义文学的特征之一就是在描写社会状态（城市风景〉的同时，来
衰现生活在其中的人。首先，对作品主人公的介绍（『三四郎J 与『骆驼祥
子』），漱石是通过场景中人物的言行，老舍则是匾接从介绍身世，描绘身体
相貌而切入。在作品结构上，漱石使用了摄影对焦距的手法（即将镜头由远
拉近），与此相对照，老舍则是运用画展的形式，将一幅々情节圃展现在读
者面前。与老舍作品传统与现代相重和的色彩较强相比，漱石作品则重在表
现虽受着现代都市影响而不受其左右的一些现代人物的心态。这些异同正是
两位作家各自所处的文化空间及时代背景所形成的。
中－？－ t: ：现代主义文学，老舍，漱石，都市，人
